














いニュース」 だった。 拙著 『逆転の大中国史－ユーラシアの視点から』（文萎春秋、２０１６年）の
翻訳が完了し、 春にも出版される見込みである。「逆転」 とは、 内陸アジア、 ユーラシアか



































































美し、 漢人ナショナリズムを鼓舞した。 その際、 満洲人が中国を ２６８年にわたって長期間









































した一面があるし、 我が国の領域の礎を固めたからだ」、 と周群と劉文鵬は認めている。 そ

















だの、「中国夢」 だのを鼓吹し、 ありやしない 「漢民族の大清帝国への貢献」 を夢想してい
るだけではないか。いや、漢民族の大清帝国への貢献も確か大きかったはずだ。ただし、そ
れはまぎれもなく、「奴才＝下僕」 としての貢献以上のことはなかろう。
勉強好きな中国の政治家たちも日本の歴史家の著作を愛読しているらしい。２０１５年４月
２３日、習近平の盟友王岐山が北京を訪問したフランシスリフクヤマと青木昌彦両氏に対し、
８ 楊海英『墓標なき草原』上下、岩波現代文庫、２０１８年。
－３９－
岡田英弘の研究について言及した。２０１３年に台湾の八旗出版から出された岡田の名著 『世
界史の誕生』の漢語版を王岐山は読んでいたようである９。王岐山が社会科学院の歴史学者
たちに新清史を批判し、「発言権をしっかり握れ」 と指示したかどうかは分からない。 拙著
『逆転の大中国史』もまたやがては「民族分裂史」とされないことを祈っているが、寛容の
精神を漢人学者に期待するのはそもそも意味がないかもしれない。
９
　
岡田英弘編『モンゴルから世界史を問い直す』藤原書店、２０１７年、４頁。
－４０－
